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λ-(BETS)2GaCl4塩は常圧下 8 K で超伝導転移を示す。一方で、ドナー分子に BEDT-TTF, 

us-BEDT-STF(図)を用いたλ型塩は低温で絶縁体的挙動を示す。圧力下での電気抵抗の温度

依存性などから BEDT-TTF, us-BEDT-STF の両塩は BETS 塩と比較して負の圧力状態にあ

り、λ型塩の統一的相図において、超伝導相に隣接した絶縁相領域に位置することが指摘され

ている[1,2]。この超伝導相に隣接した絶縁相はλ型塩の超伝導の起源を議論する上でも興味が

持たれる。本研究ではこのλ型塩の超伝導相に隣接する絶縁相の磁気的性質について明らかに

するため、NMR を用いて研究を行った。その結果、BEDT-TTF 塩では 13 K で(T1T )-1
に明

確なピーク構造が現れた。この結果は、λ型塩の超伝導相がκ-(BEDT-TTF)2X 塩と同様に反強

磁性絶縁相に隣接していることを示唆している。一方で、

us-BEDT-STF 塩では低温 1.6 K までの範囲で磁気秩序を示すよう

な異常は観測されず、低温域まで反強磁性揺らぎが増大する振る舞

いが観測された。また、NMR スペクトルからは低温域でピークが

ブロード化する振る舞いが観測された。us-BEDT-STF は分子が非

対称であることから、分子配置によって伝導層に本質的に乱れが導

入されており、この乱れによって磁気秩序形成が阻害されている可

能性が考えられる。 
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